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岡山県農業共済組合

Q
　損害通知書の記入について、申告単収は
◯◯aあたりの見込収穫量をご記入ください。

答え：○○a

クイズに挑戦クイズに挑戦

Q
　青色申告を行えば最大で○○万円の
所得控除をうけることができます

答え：○○

のうぎょう川柳 クイズ＆

No.19（新年号）の解答No.24（春号）の解答 継続

株式会社アーリーモーニング　代表取締役　宮本　英治さん（61）
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応募方法・宛先

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に

ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の参

考とする以外の目的には使用いたしません。

●応募締切／令和8年2月27日（金）（当日消印有効）

〒700-8602 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合

「のうぎょう川柳」係 または 係」戦挑にズイク「

●宛先／

E-mail　kouhou@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

広報紙の中に
ヒントがあるよ 正解者の中から抽選で

5名様に

株式会社
アーリーモーニングの
「紅茶セット」をプレゼント
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ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・

年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.28（夏号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

　新見市大佐で茶葉2ヘクタールを管理する宮本英治さん。「紅茶専

門店アーリーモーニング」では収穫した茶葉で淹れた紅茶を提供して

います。四季折々の茶葉を取りそろえる店舗は紅茶好きからの支持を

集め、大勢の来客でにぎわいます。春夏は庭園のテラス席、秋冬は店

内の暖炉席がおすすめで、四季に合わせて穏やかな時間を過ごすこと

ができます。

　「紅茶の本来の味を楽しんでほしい」という思いから、茶葉は最低

限の肥料で栽培しています。雑味を抑える栽培と、丁寧に収穫した茶

葉は店舗隣接の製茶工場で紅茶に加工されます。豊かな香りに魅了さ

れたリピーターも多く、宮本さんのこだわりが詰まった一杯は県内外

から人気を博しています。

　各種紅茶は店頭、オンラインショップに加え、天満屋

（岡山店）やイオンモール岡山、JR岡山駅、倉敷駅など

でも購入が可能です。
▲株式会社アーリー
　モーニングの
　ホームページはこちら

●内容物：紅茶2種類の詰め合わせ

2026

No.26

新年号

■お問い合わせ先



済
共
設
施
芸
園

石

井 

　
博

友

實 

武

則

他
職
員
一
同

◆ 

組
合
長
理
事

◆ 

副
組
合
長
理
事

岡
山
県
農
業
共
済
組
合

枡

谷 

和

明

延

澤 

強

哉

松

田 

俊

明

桐

野 

博

文

田

部 

弘

明

中

村 

　
進

藤

井 

功

雄

磯

田 

高

行

井

汲 

誠

作

矢

木 

史

朗

大

上 

伊
三
男

道

久 

真

弓

右

遠 

皇

子

中

塚 

陽
二
郎

◆ 

理
事

小

谷 

仁

志

◆ 

代
表
監
事

謹
賀
新
年

組合長理事

石井　博

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
、

農
業
共
済
組
合
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多
く
の
地
方

で
記
録
上
最
も
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
、
７
月
は
北

陸
を
中
心
に
記
録
的
少
雨
と
な
り
ま
し
た
。
続
く
８

月
で
は
全
国
各
地
で
観
測
史
上
最
高
と
な
る
気
温
が

記
録
さ
れ
、
類
を
見
な
い
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
異
常
気
象
が
年
々
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て

き
て
お
り
、
農
業
保
険
事
業
の
重
要
性
を
一
層
感
じ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
岡
山
県
の
被
害
状
況
と
し
ま
し
て
は
、

建
物
共
済
で
は
、
冬
季
の
水
道
管
凍
結
や
夏
季
の

落
雷
の
被
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
に
よ

る
被
害
も
３０
棟
を
超
え
る
状
況
で
し
た
。
園
芸
施

設
共
済
で
も
、
積
雪
に
よ
る
全
損
事
故
や
雹
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
水
稲
共
済
で
は
、
山
間
部
の
イ
ノ
シ
シ
等
に

よ
る
獣
害
被
害
が
例
年
に
引
き
続
き
多
く
発
生
し
ま

し
た
。
果
樹
共
済
・
畑
作
物
共
済
と
も
に
猛
暑
に
よ

る
影
響
で
一
部
生
育
不
良
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
共
済
金
の
早
期
支

払
い
に
向
け
、
迅
速
か
つ
的
確
な
損
害
評
価
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
損
害
評
価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

収
入
保
険
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
末
時

点
で
県
内
の
１
７
４
７
件
の
方
に
ご
契
約
い
た
だ

き
ま
し
た
。
令
和
６
年
契
約
分
で
は
、
令
和
７
年

９
月
末
時
点
で
約
３
億
２
０
０
０
万
円
の
保
険
金

等
を
お
支
払
い
し
、
要
因
と
し
て
は
、
高
温
や
虫
害
・

獣
害
に
よ
る
被
害
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

無
事
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
補
償
を
提
供
で
き
て
い
る
と
実
感
す

る
と
と
も
に
、
県
内
全
て
の
農
業
者
の
皆
様
に
、
よ

り
一
層
の
安
心
を
お
届
け
す
る
た
め
、
引
き
続
き
推

進
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岡
山
は
収
入
保
険
及
び
、
農
業
共
済

事
業
全
般
を
担
う
組
織
と
し
て
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
の
精
神
の
も
と
、
加
入
推
進
に
努
め
組
合
員

皆
様
の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
一
丸

と
な
っ
て
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
令
和
８
年
が
皆
様
に
と
っ
て
災
害
が
無

く
、
実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

あ
な
た
の
ハ
ウ
ス

冬
支
度
は
万
全
で
す
か
？

　
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
全
国
的
に
大
雪
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
特
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
は
降
雪
に
よ
り
倒
壊
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
と
、
再
建
費
用
に
加
え
、

壊
れ
た
ハ
ウ
ス
を
撤
去
す
る
費
用
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
事
前
対
策
と
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
で

大
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
７
年
２
月
の
寒
波
に
よ
り
高
梁
で
も

雪
が
降
り
始
め
、
夜
の
時
点
で
大
変
な
こ
と
に

な
る
と
思
い
、
妻
と
一
緒
に
ハ
ウ
ス
の
除
雪
を

始
め
ま
し
た
。
天
井
を
押
し
て
雪
を
降
ろ
そ

う
と
し
た
の
で
す
が
、
降
雪
は
勢
い
を
増
し
て

い
き
、
作
業
中
に
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ハ
ウ
ス
の
中
に
い
ま
し
た
が
、
何
と

か
脱
出
で
き
ま
し
た
。

　
当
時
を
思
い
返
す
と
30
ｃ
ｍ
は
積
も
っ
て
い

ま
し
た
。
雪
質
が
重
か
っ
た
こ
と
も
倒
壊
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め

て
２０
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、こ
ん
な
大
雪
が

降
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

❶ 

ハ
ウ
ス
各
部
の
さ
び
止
め
・
補
修
等

❷ 

ブ
レ
ー
ス
や
筋
交
い
等
の
緩
み
の
点
検

❸ 

ビ
ニ
ー
ル
の
穴
・
た
る
み
の
補
修

❹ 

中
柱
を
立
て
て
補
強
を
す
る

❺ 

ク
ロ
ス
タ
イ
バ
ー
を
取
り
付
け
る

加
入
者
の
声

高
梁
市
：
川
上
孝
志
さ
ん
（
栽
培
品
目
：
ト
マ
ト
）

除
雪
作
業
中
に
ハ
ウ
ス
が
倒
壊

　
罹
災
後
は
す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
被
害
を
申

告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
職
員
が
現
地
を
調
査

し
て
く
れ
て
８
棟
の
ハ
ウ
ス
の
う
ち
６
棟
が

全
損
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
共
済
金
を
ハ
ウ
ス
の

撤
去
費
用
に
充
て
、
現
在
は
同
じ
場
所
で
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
た
頃
、
生
産
部
会
で
保

険
の
説
明
を
聞
き
、
万
一
の
た
め
と
園
芸
施
設

共
済
に
加
入
し
ま
し
た
が
、
保
険
に
入
っ
て
い

て
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
共
済
金
の
お
か
げ

で
、
今
も
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

共
済
金
が
継
続
栽
培
の
助
け
に

事
前
対
策
例
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監
事

降雪で倒壊したハウス

現在は露地野菜を栽培中の川上さん
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令
和
８
年
２
月
１
日
か
ら
加
入
申
込
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

加
入
申
込
書
を
令
和
８
年
４
月

２０
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
産
の
加
入
申
込
が
始
ま
り
ま
す

全
相
殺
方
式
の
加
入
が
お
す
す
め
で
す

自
動
継
続
特
約
を

　
　
附
帯
し
て
い
る
方

「
加
入
内
容
変
更
届
出
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。

加
入
内
容
を
変
更
す
る
場
合
、
ご

希
望
の
方
式
等
を
選
択
し
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

変
更
が
な
け
れ
ば
、
ご
提
出
は
不

要
で
す
。

自
動
継
続
特
約
を

　
　
附
帯
し
て
い
な
い
方

　
　
（
令
和
７
年
産
　

　
　
　
未
加
入
の
方
を
含
む
）

「
加
入
申
込
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

ご
希
望
の
加
入
方
式
を
選
択
し
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
営
農
計
画
書
は
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
お
届
け

す
る
書
類
に
は
、
営
農
計
画
書
の
内
容
が
反
映
さ
れ
ま
す
。
作
付
内
容
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
営
農
計
画
書
の
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
実
際
の
収
穫
量
と
比
較
し
て
共
済
金
が
決
定
す
る
全
相
殺
方
式
は
近

年
人
気
の
あ
る
加
入
方
式
で
す
。
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

が
加
入
で
き
ま
す
。

① 

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
に
全
量
の
乾
燥
調
製
を
委
託
し
て
い
る
方

② 

税
務
申
告
書
類
等
に
よ
り
、
ご
自
身
の
収
穫
量
の
把
握
が
で
き
る
方

ト
ラ
ク
タ
ー
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義
務
化

※

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
報
道
発
表
資
料
、

　
も
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
農
業
機
械
関
係
情
報
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

農林水産省周知チラシ

乗用型トラクターでの道路走行時における

シートベルト義務化  より抜粋

　
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行
に
つ
い
て
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。（
適
用
日
：
令
和
９
年
１
月
１
日
）

　
改
正
で
は
、
適
用
日
以
降
に
製
造
さ
れ
た
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
道
路
走

行
す
る
際
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
違
反
の
場
合
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義
務
違
反
と
し
て
、
点
数
１
点
が
付
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
機
械
の
事
故
に
お
い
て
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
有
無
に
よ
り
死
傷
状

況
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
運
転
中
は
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
の
高
温
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う

３つのポイント

「
土
づ
く
り
編
」
〜
暑
さ
に
負
け
な
い
米
作
り
〜

© 岡山県
「ももっち・うらっち」

岡山県地域稲作戦略推進会議土づくりに関するお問い合わせ先 ：

ＴＥＬ：０８６-２２６-７４２４
岡山県農林水産部農産課（事務局）

地力が向上し、根張り

がよくなる。

・毎年有機物を入れており、収量・品質が安定し、

1等米比率が維持できている。

・極端な肥料切れがおきにくく、狙った時期に追肥

ができている。

収量・品質が安定

　
登
熟
期
間
中
に
高
温
が
続
く
と
、
未
熟
粒
が
発

生
し
や
す
く
な
り
、
水
稲
の
収
量
・
品
質
が
大
き
く

低
下
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
暑
さ
に
負
け
な
い
米
作
り
を
目
指
し
、

そ
の
基
本
と
な
る
「
土
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。 農

機
具
共
済
の
加
入
確
認
を

　
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
の
間
に
使
用
し
た
農
機
具
の
点
検
・
清
掃
を
行
い
、
消
耗
部
品
の

交
換
や
故
障
の
修
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
故
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
故
障
な
ど
を
除
い
た
、
も
し
も
の
事
故
を
補
償
す
る
農
機
具
共

済
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
、
農
機
具
共

済
の
補
償
内
容
や
特
約
の
付
帯
、
加
入
農
機
具
の
確
認
を
行
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
特
に
農
機
具
の
入
れ
替
え
時
、
連
絡
が
な
か
っ
た
新
規
・
入
れ
替

え
農
機
具
に
つ
い
て
は
、
補
償
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
事
故
及
び
損
害
箇
所
の
確
認
が
で
き
な
い
事
故
は
お
支
払
い
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
に
よ
り
損
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
す
み
や
か

に
申
告
し
、
破
損
部
品
は
捨
て
ず
に
保
管
す
る
・
事
故
写
真
を
撮
っ
て
お
く

な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
払
い
対
象
と
な
る
事
故

① 
火
災
・
落
雷

② 
物
体
の
落
下
・
飛
来

③ 
破
裂
・
爆
発

④ 
盗
難
に
よ
る
盗
取
・
き
損

⑤ 
鳥
獣
害

⑥ 
第
三
者
行
為
に
よ
る
不
可
抗
力
の
き
損

⑦ 
衝
突
・
接
触

⑧ 
墜
落
・
転
覆

⑨ 
異
物
の
巻
込
み

⑩ 
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・
津
波
を
除
く
）

☆土づくりの効果

県内土づくり実践農家の声
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加
入
申
込
が
始
ま
り
ま
す

申
込
期
間 

農
家
の
皆
さ
ん
、
青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か

　
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
獣
害
、
高
温
に
よ
る
生
理

障
害
で
の
被
害
申
告
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
作
物
を
守
る
た

め
、
果
樹
共
済
へ
の
ご
加
入

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
継
続
加
入
の
方
に
は
郵
送
に
よ
り
手
続
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
新
た
に
加
入
を
ご
検
討
の
方
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
っ
て
、

よ
く
お
勧
め
さ
れ
る
け
ど
、

難
し
そ
う
だ
よ
な
ぁ

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
！

実
は
記
帳
す
る
内
容
や
帳
簿
、

書
類
の
保
存
は
白
色
申
告
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
よ

メ
リ
ッ
ト
も
多
い
み
た
い
だ
し
、

今
年
か
ら
青
色
申
告
を

始
め
て
み
よ
う
か
な
！

税
務
署
で
手
続
き
を
し
て
こ
よ
う

収
入
保
険
に
も

加
入
で
き
る
し
ね

令和8年3月16日（月）までに「青色申告承認申請書」

を税務署に提出する必要があります。

青色申告を検討している方は提出をお忘れなく！！

なし

なし １０万円

なし

単式簿記

収支内訳書

届出の必要

加
入
方
式

特別控除

赤字の繰越

帳簿

専従者

決算書作成

配偶者は86万円まで
それ以外は50万円まで

６５万円

単式簿記 複式簿記

一部未記入
でも可

全て記入

あり

白色申告 青色申告

貸借対照表・損益計算書

あり

金額の制限なし

青色申告のメリット

青色申告特別控除
　青色申告を行うことで、最大６５万円を所

得から控除できます。

事業専従者控除
　家族従業員の給与に係る必要経費算入に

ついて、制限がありません。

損失額の繰越
　赤字が発生した際、その金額を翌年以降

（最大3年間）の黒字と相殺できます。

経営状況の把握
　経費、収入の詳細な管理で、経営状況の

把握に役立ちます。

収入保険に加入できる
　青色申告を行っている農業者は、収入保

険に加入できます！

果
樹
共
済

短
縮
方
式

一
般
方
式

災
害
収
入
方
式

補
償
期
間

対
象
事
故

風
水
害
、
凍
霜
害
、
干
害
等
の
自
然
災
害
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
等

発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で

花
芽
の
形
成
期
か
ら

翌
年
の
収
穫
期
ま
で

難
し
そ
う
な

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
け
ど
、

意
外
と
簡
単
な
ん
だ
ね

意
外
と

カ
ン
タ
ン
♪

令和８年から青色申告を始めるには

▲獣害によるもも被害

▲高温によるぶどう被害

～青色申告と白色申告の違い～

　
収
入
保
険
制
度
の
説
明
を
聞
い
た
と
き
に
「
加
入
は
必
須
！
」
と

感
じ
制
度
開
始
と
同
時
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
花
の
栽
培
で
は
、
気
候
は
も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
が
経
営
へ
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
い

わ
ゆ
る
巣
籠
り
需
要
で
出
荷
が
増
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
く
と
ガ
ク
ッ
と
減
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
に
加
え
、
こ
う
い
っ
た

事
例
も
カ
バ
ー
で
き
る
点
が
収
入
保
険
の
魅
力
で
す
ね
。

加
入
者
の
声美作

市
：
中
野
宏
行
さ
ん 

（
栽
培
品
目
：
花
き
）

補
償
範
囲
の
広
さ
が
魅
力

　
栽
培
を
始
め
て
２５
年
に
な
り
ま
す
が
、
昨
今
は
気
候
の
変
動
が
大

き
く
、
今
ま
で
と
同
様
の
栽
培
手
順
で
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
中
で
収
入
面
で
の
不
安
が
な
く
な
っ
た

の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

　
私
が
就
農
し
た
と
き
に
は

こ
ん
な
に
頼
り
に
な
る
保
険

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

の
新
規
就
農
者
が
う
ら
や
ま

し
く
感
じ
ま
す
。
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

新
し
い
品
種
や
栽
培
方
法
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
農
業

を
続
け
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
を
し
て
い
る
な
ら

経
営
を
守
る
た
め
に
加
入
を

強
く
お
勧
め
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
源
に

令
和
８
年
産
　
短
縮
方
式

　
ぶ
ど
う
・
も
も
　
令
和
８
年
１
月
１０
日
〜
２
月
１０
日

令
和
９
年
産
　
一
般
・
災
害
収
入
方
式

　
ぶ
ど
う
　
令
和
８
年
１
月
１０
日
〜
４
月
２０
日

　
も
も
　
　
令
和
８
年
６
月
１
日
〜
６
月
３０
日
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発酵代用乳（FMR)とは？
Fermented Milk Replacer

農
業
の
専
門
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
新
聞
で
す
。

あ
な
た
の
営
農
に
役
立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

代用乳（粉ミルク）に乳酸菌や酵母を

加えて発酵させたもので、簡単にいう

と飲むヨーグルト

期待できる効果

子牛の下痢・死亡例が減少！

下痢を発症しても症状が軽度に！

発酵代用乳（FMR）で

お問い合わせはお近くのNOSAI家畜診療所まで

発酵代用乳（4倍FMR)の作り方
○材料○

代用乳 ※脂肪分20％以上が望ましい
乳酸菌製剤

○必要な道具○

フタ付ポリバケツ20L、泡だて器等

○作り方○

(1)代用乳（6～8倍希釈で利用するもの）5Kgを20Lのバケツに入れて
　 お湯（約50度）で一杯（20L）にし、市販の乳酸菌製剤を100ｇ添加
(2)１日１回泡だて器等でかき混ぜる
(3)1～2日で完成
　　　完成後も1日１回泡だて器等でかき混ぜてください
　　　※20～25度で保管。夏場は比較的涼しい場所が良い

○給与方法○

通常の代用乳に、4倍FMR200ｍｌ添加して給与
※１日２回給与の場合１頭当たり1日400ml、５日間で２L必要
※季節によるが3～7日以内に使い切ること

動画はこちら！
(北大獣医感染症チャンネル）

YouTube

音

温
・

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
24（
春
号
）」で
は
、
多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
20
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
温
泉
の
　
素
で
旅
す
る
　
日
本
中

■
あ
あ
値
上
げ
　
音
沙
汰
消
え
た
　
年
賀
状

■
鈴
の
音
　
ひ
孫
来
た
か
と
　
腰
伸
ば
す

■
耳
澄
ま
し
　
母
は
無
事
か
と
　
音
で
知
る

■
早
く
来
い
　
三
寒
四
温
　
春
日
和

■
温
度
感
　
過
ご
し
や
す
い
の
　
つ
か
の
間
だ

■
温
も
り
の
　
あ
る
言
の
葉
を
　
待
っ
て
い
る

■
温
暖
化
　
限
度
を
超
え
て
　
被
害
増
す

■
オ
ナ
ラ
し
た
　
自
分
の
音
に
　
苦
笑
い

■
水
温
む
　
日
毎
に
太
る
　
稲
の
列

■
温
暖
の
　
地
で
生
か
さ
れ
て
　
傘
寿
な
り

■
音
痴
で
も
　
聴
く
耳
だ
け
は
　
確
か
で
す

■
ポ
ン
ポ
ン
と
　
鳴
る
音
聞
い
て
　
ス
イ
カ
採
る

■
色
づ
い
た
　
楓
ハ
ラ
ハ
ラ
　
音
を
立
て

■
音
立
て
て
　
蕨
が
伸
び
る
　
蒜
山
路

■
の
ど
自
慢
　
音
痴
克
服
　
鐘
連
打

■
空
音
が
　
夜
長
の
秋
を
　
独
り
占
め

■
空
高
く
　
温
風
受
け
て
　
な
び
く
た
ら

■
着
信
音
　
温
泉
如
何
と
　
友
の
声

■
九
十
路
過
ぎ
　
初
音
き
き
つ
つ
　
草
を
取
る

岡
山
市

岡
山
市

備
前
市

備
前
市

倉
敷
市

倉
敷
市

倉
敷
市

倉
敷
市

総
社
市

井
原
市

浅
口
市

新
見
市

真
庭
市

真
庭
市

津
山
市

津
山
市

津
山
市

津
山
市

美
作
市

美
作
市

宮
　
田
　
良
　
子 

さ
ん

小
　
西
　
昭
　
光 

さ
ん

寺
　
内
　
貞
　
子 

さ
ん

近
　
藤
　
佳
　
加 

さ
ん

尾
　
崎
　
　
　
誠 

さ
ん

片
　
岡
　
佳
　
子 

さ
ん

林
　
　
　
陽
　
子 

さ
ん

内
　
田
　
雄
　
三 

さ
ん

浅
　
沼
　
秀
　
士 

さ
ん

塩
　
飽
　
正
　
紀 

さ
ん

中
　
務
　
幸
　
子 

さ
ん

藤
　
井
　
峯
　
子 

さ
ん

大
　
原
　
良
　
治 

さ
ん

古
　
家
　
真
紀
子 

さ
ん

今
　
津
　
　
　
茂 

さ
ん

妹
　
尾
　
満
　
子 

さ
ん

初
　
川
　
　
　
渉 

さ
ん

池
　
田
　
雅
　
志 

さ
ん

新
　
海
　
孝
　
代 

さ
ん

上
　
村
　
冨
美
子 

さ
ん

農
業
共
済
新
聞
の
お
知
ら
せ

❶ 

農
業
・
営
農
の
今
が
わ
か
る

❷ 

農
政
の
動
き
が
わ
か
る

❸ 

農
業
共
済
・
収
入
保
険
の
仕
組
み
が
わ
か
る

❹ 

所
得
確
保
・
経
営
改
善
の
手
が
か
り
が
わ
か
る

❺ 

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
が
わ
か
る

試
し
読
み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

２
か
月
間
無
料
で
購
読
で
き
ま
す
。

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
共
済
新
聞
っ
て
？

な
に
が
わ
か
る
の
？

ど
う
や
っ
て
申
し
込
む
の
？

農
業
共
済
新
聞
っ
て
？

な
に
が
わ
か
る
の
？

ど
う
や
っ
て
申
し
込
む
の
？

下 痢 症 対 策

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は
「
祝
」
ま
た
は
「
宿
」
で
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
28

号
（
夏
号
）
」
で
お
名
前
と
ご
住
所
（
市
区

町
村
ま
で
）
を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。
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今号では「備南支所」管内を紹介します。

▲情報発信に力を入れる倉敷多肉工房は毎日ＹｏｕＴｕｂｅ配信用の動画を撮影。

倉
敷
多
肉
工
房

倉
敷
市

備南支所

　
水
島
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
５
分
、
倉
敷

市
粒
江
に
店
舗
・
栽
培
用
の
ハ
ウ
ス
を
構

え
る
「
倉
敷
多
肉
工
房
」
。
店
舗
で
は
色
と

り
ど
り
の
多
肉
植
物
約
１
，０
０
０
株
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
橘

勇
さ
ん
は
、
生
産
者
と
お
客

様
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
お
り「
生
産

者
も
お
客
様
も
楽
し
め
る
店
舗
」が
コ
ン
セ

プ
ト
と
話
し
ま
す
。

　
同
工
房
は
イ
ベ
ン
ト
活
動
や
、
オ
ン
ラ

イ
ン
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
出
展
者
の
紹
介
な
ど
動
画
配
信
を

行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

同
工
房
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
や
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
情
報
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
店
舗
に
は
彩
り
豊

か
な
多
肉
植
物
が
並
び
ま
す
。
お
気
に
入

り
の
１
株
を
見
つ
け
に
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

倉
敷
多
肉
工
房

住
　
　
所
　
倉
敷
市
粒
江
中
洲
２
２
４
３‐

１

お
問
い
合
わ
せ

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
＠k

u
r
a

s
h

ik
it

a
n

ik
u

営
業
時
間
　
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　（
夏
・
冬
期
は

１０

時
〜

１５

時
）

定

休

日
　
不
定
期

　
　
　
　
　※

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
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◀「いずれは若い人たちが協力して地域を守ってほしい。

　自分はその下地を作るつもりです」と神尾さん。

真庭市で水稲・黒大豆・ナスなどの多品目栽培に取り組む

神尾健一さんを紹介します。

頑張ってます！

　
真
庭
市
の
神
尾
健
一
さ
ん
（

５７

）
は
、
水
稲
や
黒
大
豆
、
白
ネ

ギ
、
ナ
ス
な
ど
、
合
わ
せ
て
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
で
経
営
し

て
い
ま
す
。
主
に
娘
の
美
沙
さ
ん
（

２５

）
と
二
人
で
栽
培
管
理
し
て

お
り
、
繁
忙
期
に
は
他
の
家
族
や
短
期
バ
イ
ト
の
助
け
を
借
り
な

が
ら
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
神
尾
さ
ん
は
「
離
農
者
の
農
地
が
荒
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
引

き
受
け
る
こ
と
が
、
地
域
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
自
身
の

思
い
を
話
し
ま
す
。
元
々
は
兼
業
農
家
と
し
て
水
稲
を
栽
培
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
大
庭
地
域
の
農
家
か
ら
任
さ
れ
る
水
田

が
年
々
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
専
業
農
家
に
転
向
。
現
在
は
約
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
稲
を
栽
培
し
て
お
り
、「
今
後
も
地
域
の
農
地

を
受
け
入
れ
、
い
ず
れ
は

１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
農
地
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
す
。

　
近
隣
地
域
で
離
農
者
が
増

加
す
る
中
で
「
少
し
で
も
離
農

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
農

家
の
米
を
全
て
受
け
入
れ
る

地
元
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が

必
要
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
令

和
６
年
３
月
に
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
実
際

に
行
う
作
業
の
効
率
性
を
第

一
に
考
え
て
建
設
し
ま
し
た
。

作
業
順
に
機
械
を
並
べ
た
際
の
取
り
回
し
の
良
さ
か
ら
、
設
置
機

械
は
同
一
メ
ー
カ
ー
で
統
一
。
後
か
ら
機
械
を
増
設
す
る
際
の

自
由
度
が
高
い
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
機
械
の
導
入

に
は
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。
神
尾
さ
ん
は
「
助
成
金

の
お
か
げ
で
、
地
域
の
た
め
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
秋
に
は
、
自
身
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
初
の
乾
燥

調
製
作
業
を
行
い
ま
し
た
。「
大
規
模
農
家
か
ら
の
依
頼
も
あ
っ

た
の
で
、

１３
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
の
調
整
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
効
率

を
重
視
し
て
設
計
し
た
の
で
、
一
人
で
も
余
裕
を
も
っ
て
作
業
で

き
ま
し
た
よ
」
と
初
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
近
隣
地
域
か
ら
の
依
頼
の

増
加
に
備
え
、
今
後
は
乾
燥

機
と
放
冷
タ
ン
ク
の
増
設
を

視
野
に
入
れ
る
神
尾
さ
ん
。

「
離
農
者
が
増
え
た
こ
と
で
、

農
地
の
集
約
が
進
ん
で
い
ま

す
。
近
隣
の
農
家
を
受
け
入

れ
る
体
制
を
整
え
て
、
今
後

も
地
域
農
業
の
維
持
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
を
守
る
た
め
に
農
地
を
受
け
入
れ
る

◆
地
域
農
家
の
た
め
の

　ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
新
設

◆
地
域
農
業
の
維
持
に
貢
献
し
た
い

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
大
庭
地
域
の
受
皿
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

娘
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
、
地
域
農
業
の
た
め
に
奮
闘
す
る
神
尾

さ
ん
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

▲設置機械はすべて「山本製作所」で統一しています

じんお けんいち

じ
ん
お

け
ん
い
ちみ   

さ

▲「大口の委託者には１トンのフレコンバック、小口の委託者
　には小袋など、要望に合わせて対応します」と神尾さん

▲多様な品種から好みの多肉植物を選べます

▲多肉植物の寄せ植え。ご家庭でも制作できますインスタグラム

た
ち
ば
な

い
さ
む
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https://www.instagram.com/kurashikitaniku/

